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県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会
お問い合わせTel 088-625-8387／088-655-4105

公益社団法人 徳島県労働者福祉協議会
〒770-0942  徳島市昭和町3丁目35-1　わーくぴあ徳島

TEL 088-625-8387 FAX 088-625-5113 E-mail tokushima@rofuku.net

　すべての県民が週に２日は仕事の手を休め、家族とともに休暇を楽し
み団らんある暮らしが送れるよう、ゆとりある労働と生活環境の整備等
を目指すことを目的に、余暇推進事業の一環として「県民と働く者のとく
しまフェスタ2016」を開催します。具体的には勤労者県民の新しいライ
フスタイルに合わせたふれあい事業として、県内各地で勤労者とその家
族・友人が参加する様々なイベントを実施します。
　「県民と働く者のとくしまフェスタ2016」の成功に向け、皆様方のご理
解とご協力、そしてご参加をよろしくお願い申し上げます。

県民と働く者の
　　　とくしまフェスタ
県民と働く者の
　　　とくしまフェスタ20162016

「県民と働く者のとくしまフェスタ」(旧称：『ゆとり宣言』フェスティ
バル)は1990年3月徳島県議会において決議された「ゆとり県宣言」
のもと、「ゆとり創造月間」である11月をメインゾーンとして、徳島県
をはじめ、徳島市、徳島労働局、連合徳島、四国労働金庫、全労済、
勤労者福祉ネットワーク、徳島県退職者連合、フレッセ、徳島県生協
連など多くの団体の協力のもと開催しています。※各イベントの開催日時については 2ページをご覧下さい。
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県民と働く者のとくしまフェスタ2016オープニングイベント

のど自慢カラオケ大会　豪華ゲスト歌謡ショー！！
深まる秋の一日、ご家族や親しい方と楽しいひと時を過ごしましょう。

徳島市昭和町３丁目35－１　　TEL 088-625-5111　

10:00　県民と働く者のとくしまフェスタ２０16開会式典
　　　　オカリナのオープニング演奏
10:30　素人のど自慢大会　前半
12:00　昼休憩
12:30　夏川寿里亜先生の歌謡ショー
12:45　素人のど自慢大会　後半
14:50　素人のど自慢表彰（三位まで・特別賞他）
　  　

徳島を代表する音楽家
夏川寿里亜 先生
(審査委員長)

［お問合せ先］
県民と働く者のとくしまフェスタ実行委員会
　　　　公益社団法人 徳島県労働者福祉協議会内
　　　TEL 088-625-8387　FAX 088-625-5113

と　き　2016年11月5日（土）10：00～15：00
ところ　ヒューマンわーくぴあ徳島５階大ホール

開会式典＆第9回わーくぴあフェスタ
参加費
無料

［素人のど自慢　出演申込］
※10月15日申込締切

プレゼント付食券販売！！

【ＮＰＯ・ボランティア団体、福祉事業団体出店】

県民と働く者のとくしまフェスタ2016
2016/9/1現在

労　福　協

（２）　2016年9月

日　　　程 イ ベ ン ト 名 称 開　催　場　所

10/22（土）

10/28（金）

11/   5（土）

11/12（土）

11/13（日）

2017 年
3/12（日）

11月20日（日）は家族の日

11月13日（日）から26日（土）は家族の週間

10:00～14:00

 8:00～1８:00

10:00～10:30

10:30～15:00

あい♥あいファミサポフェスティバル 2016

たんけんの秋

県民と働く者のとくしまフェスタ 2016開会式典

第 9回わーくぴあフェスタ（第 35回福祉まつり）

第 21回自然とふれあう健康ウォーク in 美波

果樹オーナー in 佐那河内 (キウイ収穫体験祭り )

ゆとり・癒しのウォーキング
　－紅葉と温泉の祖谷渓谷－

第24回労働者福祉メーデー

2017ファミリー･ふれあい･フェスティバル

徳島市立とくしま動物園

上勝町・勝浦町

ヒューマンわーくぴあ徳島

ヒューマンわーくぴあ徳島

美波町竜宮公園

佐那河内村果樹園

三好市池田町祖谷渓展望台～
西祖谷ふれあい公園

あすたむらんど徳島

11月下旬（予定）

  8:00～18:00

11:00～

  9:00～12:00

10:30～16:00

豪華景品
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連　　合

　地球環境の保全と環境にやさしい街づくり、

地域づくりをめざす連合徳島は、７月30日～

７月31日の２日間、美馬市木屋平の中尾山高

原・平成荘で、「連合の森・親子サマーキャ

ンプ」を開催し、連合徳島組合員とその家族

ら113名（大人61名・子供52名）が参加した。

　開会式・オリエンテーリングは体育館で行

われ、主催者を代表して、連合徳島・森本会

長と徳島森林管理署・多田署長より挨拶をい

ただいた。

　昼のイベント①は、

徳島森林管理署・堀

切さんから、紙芝居

「山のお話」を語っ

ていただき、子ども

たちは木や水の大切さに興味深く聞き入って

いた。昼のイベント②の「木工教室」では、

子どもたちが徳島森林管理署職員の皆さんの

指導のもと、木の実や小枝を接着剤で熱心に

取り付け、各人が世界にひとつだけの写真立

てを完成させた。

　夕食のバーベキューは、10班に分かれ、参

加者みんなで協力して炭火を熾した。大きな

空の下で仲間や家族と食べるお肉や野菜は格

別に美味しく、話も盛り上がり大きな笑い声

が大空に響き渡った。

　二日目は、2006年開設から10年を迎えた

「連合の森」へ向かい、連合徳島・島事務局

長と徳島森林管理署・多田署長より挨拶いた

だき、山の日制定記念植樹を開催した。植樹

での注意事項を徳島森林管理署・森長総括森

林整備官より受けた後、３本のトチノ木を連

合徳島・島事務局長、徳島県退職者連合・小

笠原会長、徳島森林管理署・多田署長が記念

植樹した。その後、参加者全員で40本のコナ

ラを植えた。子ど

も達は板札に名前

と、木が大きく育

つようにとの願い

を書き込み記念樹

の横に立てた。

　最後に全員で記念写真を撮り、「連合の

森」親子サマーキャンプを終えた。

　キャンプ期間中は天候に恵まれ、美馬市、

平成荘、徳島森林管理署の皆さんの協力のも

と、大きなケガ人が出る事なく無事終了でき

たことに感謝したい。

「連合の森」親子サマーキャンプ
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ろうきん

　2001年４月、スケールメリットを生かした事業を目

指し四国４県の労働金庫が合併して四国労働金庫

が誕生し、今年６月24日には高松市の「ホテルパー

ルガーデン」において、第16回通常総会を開催致し

ました。

　2015年度は、次の10年後に向けた架け橋となる

第６期中期経営計画（2015年度～2017年度）をスタ

ートした年度であり、「ろうきん・お役立ち宣言！（あ

りがとう祭）」をダブルテーマに掲げて、改革断行

プログラムを進める取組みを行ってきました。

　事業計画遂行にあたっては、働く人のための福

祉金融機関として、「ろうきん理念・ろうきんビジョ

ン・経営ビジョン・クレド７カ条」を掲げ、ろうきんが

果すべき任務と役割を明確にし、遂行しています。

　第16回通常総会においても、「ろうきん運動」に

おいて顕著な業績をあげられた会員の表彰と、長年

にわたり会員推進機構に功績のあった方への表彰

が行われ、徳島地区からは本部選出が５会員、営業

本部選出が５会員、会員推進機構からは３名の方々

が表彰されました。

　また、総会前に開催された第145回理事会では、

2015年度営業店業績評価表彰が行われ、徳島地区

の営業店が11ある部門表彰の中、10部門で表彰さ

れ、個人部門でも１名が表彰を受けました。

四国労働金庫　第１6回通常総会報告

【徳島地区選出理事・監事】

※　今総会で退任された井後理事に変わり、同じ情報労連から川口理事が新任されました。

役 職 名 氏　　　　名 所　属　団　体
専 務 理 事
常 務 理 事
理 　 　 事
理 　 　 事
理　　　    事
監 　 　 事

住 友　 誠 教
河 村　 和 男
藤 岡　 一 雄
田 村 　敬 一
川 口 　 誠 二
尾 関　　   定

員 外
パナソニックヘルスケア労働組合脇町支部
自 治 労 徳 島 県 本 部
Ｊ Ｐ 労 働 組 合 徳 島 西 支 部
情 報 産 業 労 働 組 合 連 合 会 徳 島 県 協 議 会
ジ ェ イ テ ク ト 労 働 組 合 徳 島 支 部

【会員推進機構功労者表彰者】

推進委員会の名称 氏　　　　名 所属会員の名称
徳島支店（小松島ブロック）
徳島支店（小松島ブロック）
徳 島 北 支 店

立 川 　 敏 治
角 谷 佳 代 子
上 野 友 里 子

日 本 赤 十 字 労 働 組 合 徳 島 支 部
小 松 島 市 職 員 労 働 組 合
徳島県国民健康保険団体連合会職員労働組合

【徳島地区表彰会員】

統 括 本 部 推 薦
徳 島 支 店
徳 島 北 支 店
徳 島 北 支 店
徳 島 北 支 店
阿 南 支 店

自治労徳島市職員労働組合連合会
生 活 協 同 組 合 徳 島 生 協
健康保険病院労働組合鳴門病院支部
パナソニックエナジー労働組合徳島支部
阿 南 市 職 員 労 働 組 合 連 合 会

営 業 本 部 推 薦
徳 島 支 店
池 田 支 店
徳 島 北 支 店
阿 南 支 店
鴨 島 支 店

徳島県職病院職員労働組合中央病院支部
つ る ぎ 町 職 員 労 働 組 合
シ ミ ズ 精 工 労 働 組 合
那 賀 町 職 員 組 合
吉 野 川 市 職 員 労 働 組 合

（新任）  



3616ｖ003

1億円1億円

1億円1億円 1億円1億円

2,000円

200円 120円

2,000円

1,200円 1,200円

備えて安心

プラスプラス

最高保障額

最高保障額

加入できる方
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全 労 済

　2016年7月29日（金）、徳島グランヴィリオホテルにて

「徳島県共済生活協同組合 第61回通常総代会」なら

びに「全労済徳島県本部　第7回県本部代表者会議」

を開催しました。

　各地区から選出された総代が出席する中で、「2015

年度の事業報告・決算報告」、「2016年度の事業計画

（活動方針・事業目標）」等の議案審議事項について、

満場一致で承認・決定されました。

　近年、自転車等で衝突して歩行者にけがを負わせるなど、
高額の賠償請求を求められる判決が急増しており、徳島県で
は、2016年4月から施行された県条例により、「自転車利用
者への損害賠償保険等への加入努力義務」が課せられました。
　自転車の事故で、相手や物への高額な賠償を求められる場
合もありますので、賠償責任が生じる「もしも」の事故に備え
て、賠償保障の加入をおすすめします。

第61回 通 常 総 代 会」
第 7回県本部代表者会議」

徳島県共済
生活協同組合

全労済徳島県本部 開催報告

は、けがや賠償に備える保障です。
ご自身やご家族（同一生計の親族）が他人の物を壊したり、他人に
けがを負わせたなどで、法律上の損害賠償責任を負ったとき

住まいる共済（住宅保障）に
賠償の特約を　　　　　して加入できます

マイカー共済（自動車補償）に
賠償の特約を　　　　　して加入できます

健康状態に関わらず満 0歳～満 59 歳の方
（最高満 60歳の契約満了日まで保障）

 「
 「

2016年９月（５）　

挨拶をする川越本部長

自転車の高額な賠償事故が急増！

全労済の賠償保障

個人賠償責任共済 自転車賠償責任補償特約

他人にけがをさせてしまい、
賠償金が高額になることも！？

県条例が
改正されました

月々の
掛　金

加入できる方 健康状態に関わらず満 60歳～満 79 歳の方
（最高満 80歳の契約満了日まで保障）

月々の
掛　金

加入できる方

月払掛金

健康状態に関わらず満 0歳～満 59 歳の方
（最高満 60歳の契約満了日まで保障）

（年払掛金 2,300 円）

最高補償額月払掛金
（年払掛金 1,350 円）

ご自身やご家族（同一生計の親族）が
賠償責任を負った場合の保障

新火災共済に 30 口以上加入している場合にセットできます。 ●示談交渉サービス付。●ご家族が自転車を複数台所有していても補償します。
※原付自転車は対象になりません。

自転車の事故により、法律上の損害賠償
責任を負ったときに1事故につき最高1億円
まで補償します。（対人・対物合計）

月々の
掛　金

加入できる方 健康状態に関わらず満 60歳～満 79 歳の方
（最高満 80歳の契約満了日まで保障）

月々の
掛　金

全労済徳島県本部（徳島県共済生活協同組合）
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勤労者福祉ネットワーク

◆とくしまマリッジサポートセンターオープン！
　７月３１日（日）、徳島の結婚を希望する独身男女の支援を目的

に「とくしまマリッジサポートセンター」（マリッサとくしま）がオー

プンしました。とくぎんトモニプラザで行われたオープニングイベ

ントには、加藤勝信内閣府特命担当大臣も駆けつけ、飯泉嘉門徳島

県知事とともに徳島の結婚支援の新たな拠点誕生を祝いました。ま

た、財団理事長久積育郎からは、当事業の具体的な数値目標を掲げ、

その意気込みとともに決意を表しました。

　「阿波の縁むすびサポーター」認定式の後、テレビなどで有名な

恋愛カウンセラーの羽林由鶴さんから、講演を通じて独身男女、応

援する企業団体、行政や親御さんなど様々な立場の人へエールが送

られ、会場は笑いと涙の感動に包まれました。

◆2016年度ファミサポネットワーク連絡会開催
　７月４日（月）、県下の市町村ファミサポ担当者、ファミサポ運

営施設参加のもと、昨年度の事業報告ならびに今年度の事業計画を

確認しました。当事務局から「ファミサポでの病児・病後児預かり

をすることについて」の報告と今後の方針を説明し、それぞれから

課題や問題点について意見をいただきました。各ファミサポ間の相

互交流や提供会員の新規講習、アドバイザーレベルアップ講習会、

交流イベントの開催、病児・病後児預かりなどの研修会の計画案を

提示しました。

　

加藤大臣、飯泉知事、理事長久積による「テープ結び式」

羽林由鶴さんの講演「幸せな結婚をしよう」

７月４日　徳島県職員会館２階会議室にて
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地域ライフサポートセンターの活動

2016年9月（７）

徳島中央ライフサポートセンター

　　　　　果樹オーナーin佐那河内
　　　　　　　　　　（キウイ収穫体験祭り）

　「県民と働く者のとくしまフェスタ 2016」の
一環として、11 月 12 日（土）佐那河内村果樹
オーナー園において「キウイ収穫体験祭り」を
行います。詳しくは、徳島中央ライフサポート
センターのホームページをご覧ください。
　多くの県民の皆様のご参加をお待ちしています。

【キウイ収穫体験祭り

　　（当日）までのスケジュール】

①9月12日(月）～10月14日（金）
　・キウイ収穫体験祭り参加者募集

　　　　　（10月14日の消印有効）

◎募集人員：１００名

◎応募方法：ハガキ・FAX・メールで、 

                  ３名まで

◎参加決定：応募者多数の場合は抽選で

                決定

◎参加負担金：一人３００円

（負担金は「キウイ収穫体験祭り」当日、

　受付において徴収）

②10月20日（木）
　・参加者決定（応募多数の場合は抽選による）

　・参加者へ決定通知（抽選により外れた方

　　　　　　　　　　　にも通知）

③11月12日（土）
　・「キウイ収穫体験祭り」実施

徳島西部ライフサポートセンター

～第17回夏休みフェスティバルを

　　　　　　　　　開催しました！！～

　7月 24 日（日）に第 17 回夏休みフェスティ

バルを開催しました。昨年は大雨のため中止

となり、今年も天候が心配でしたが、本番当

日も快晴で、夏の暑さを感じ真っ赤に日焼け

した顔で元気いっぱいの子どもたちの声が聞

こえる中での開催となりました。

　大西茂西部地協議長が主催者代表挨拶。そ

の後、島和久連合徳島事務局長、天羽強三好

市議会議員からも来賓挨拶をしていただきま

した。

　アメゴつかみ

取りは、未就学

児から順番に行

いました。「～

匹取る！！」と宣

言し川の中へ入りアメゴをとる子どもたち。

アメゴを端に追い詰め捕獲する子もいれば、

なかなか掴めない子もいて、それぞれですが

大いに楽しんでくれたようでした。1～ 3 歳

児にはアメゴつかみ取り体験と称し、陸上に

準備したタライにアメゴを入れつかみ取りを

体験してもらい

ました。初めて

子どもさんを川

遊びに連れてき

たという保護者

の方からは「こ

ういう遊びもいいですね」と声をかけていた

だきました。自然と触れ合い楽しむ様子に「親

子・家族のスキンシップを高めてもらう」と

いう所期の目標に添えたのではないかと思い

ます。

　ラッキー抽選会では、高井美穂県議会議員

にプレゼンターを務めていただきました。今

年は連合徳島からも景品を提供していただき

ました。ありがとうございました。子どもた

ちが楽しみにしているクワガタやカブトムシ

の抽選もあり、一番前を陣取り当選番号に耳

を傾け、当たれば大きな歓声をあげたり、惜

しくも当たらず泣いてしまう子どもさんもい

たり、と抽選会は今年も大盛り上がりでした。

　スタッフの皆様には前日からテント設営や

アメゴの受け入れ、泊まり込みで監視をお願

いしました。また当日は朝早くからお手伝い

いただき大変お世話になりました。本当にあ

りがとうございました。

徳島南部ライフサポートセンター

「2016年度  自動車運転免許取得特別講座」 

始まる

　６月18日（土）午後６時15分から、2016年

度自動車運転免許取得特別講座・南部講座の

開講式がありました。

　まず労福協の林専務から、「週に一回だけ

の授業なので、習ったことを忘れてしまわな

いように、お家で保護者の方々の協力もいた

だきながら勉強して、できるだけ早く教習所

に入り免許証が取得できますように頑張って

ください。労福協はしっかりとサポートいた

します。」と、頼もしいごあいさつ。

　宝先生からは、「皆さんこれから初めて目

にする文字や言葉に早く慣れて勉強して一日

も早く免許証がもらえるように一緒に頑張っ

ていきましょう。」とのご挨拶がありました。

　続いて生徒の皆さんからの自己紹介があり、

「一生懸命にがんばります」

「免許証が取れたらドライブに行きたい」

「車でお母さんを病院へ送っていってあげたい」

などと決意や夢を力強く語ってくれました。

　開講式のあと、第一回目の講座が始まり、

午後８時15分に終了しました。

　今年の生徒さんは13人で、保護者や学校の

先生も出席してくださり教室は満員の状態で、

先生方からは励ましのお言葉をいただき、温

かく活気に満ちた開講式になりました。

　また、梅雨の真っただ中、雨の中を自転車で

来た生徒さんが数人いて心配しましたが、開

講式の直前にはすっかり雨もやんでくれました。

講座は来年の１月には終了しますが、全員が早

く免許証をとれるように、南部ライサポとして

も力いっぱいサポートしていきます。

予　告

参考：昨年の様子
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　また、梅雨の真っただ中、雨の中を自転車で
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「いきいき安心とくしま子ども食堂」
オープン！

　８月６日（土）に子ども食堂が昭和町に

オープンしました。本事業は労働者福祉事

業団体、ボランティア団体、シニア団体、Ｎ

ＰＯ法人等が連携協力し、①家族と一緒に

食事がとれていない子ども達、ひとりぼっち

での食事を余儀なくされている子ども達へ

の食の提供、②子ども達の交流と遊びを

伴った居場所づくり、③学習支援の場づくりを目的として

います。

　オープン当日は会場のヒューマンわーくぴあ１階ほかに

約20人の参加がみられ、食事（今回のメニューはオムライ

ス）を楽しみ、スペシャルオリンピックス日本・徳島の皆さ

んによる阿波踊りの輪に加

わったり、大学生のお兄さん

達に宿題の指導をしてもらっ

たり、折り紙によるお化けの

作品づくりに興じたりして、

お土産のグッズを受け取り、

帰って行きました。参加者全員からは「大変満足した」との

アンケートの回答をいただきました。今後も毎月１～２回の

開催を予定しております。

　今後は利用者によるクチ

コミへの期待と､真に食事

が必要な子ども達への広

報活動の積極化、小学校

低学年の生徒でもひとりで

参加しやすい工夫、さらにはシニアカフェを利用しているシ

ニアの皆さんとの世代間交流の実現等が課題と考えており

ます。

　同じ日にヒューマンわーくぴあ５階にて「シニアカフェグ

ランマ」も開催されました。シニアカフェグランマは「ボラン

ティア友の会ひまわり」の協力により、６月11日（土）にオー

プンし、元気なシニアの皆さんが交流し、弁当を食べ、の

ど自慢を披露し合っています。毎月、原則第３土曜日に開

催しております。なお、本事業は「ハートフルゆめ基金とく

しま」の2016年上期の「徳島をなんとかしたい！ほっとけ

ん！事業支援プログラム」

に応募し採択された 壮生の

「高齢者の一人暮らしを　

一人ぼっちにさせないを支

援する事業」の一環として

実施しているものです。

壮　生 わーくぴあ徳島

「2016地域ふれあいフェスタinわーく
ぴあ」報告

　今年で第３回目となる夏のイベント「2016地域ふれあい

フェスタinわーくぴあ」が、8月21日（日）、ヒューマンわーく

ぴあ徳島にて開催されました。「地域の支え合い」「家族

の絆」をテーマに、労働者福祉事業団体、ＮＰＯ・ボラン

ティア団体などの協力のもと様々な子ども向けイベントが

行われ、親子連れなど約190名が来場しました。

　人気の陶芸教室、木

工教室は、開場直後か

ら予約でいっぱいとな

り、スタッフの指導のも

と熱心に木製ティッシュ

ケースや陶器カップを作

りました。また絵手紙教室や親子撮影会も定員オーバーと

なり、その他、「フードバンクとくしま」による人形劇、クレ

エール、いのちのさと、きのこ

ハウスによる飲食コーナー、

リサイクルショップa･yaの小

物販売など、各コーナーとも

大賑わいでした。

　そしてメイン会場の５Ｆ大

ホールでは「こども映画会」

が行われました。上映作品

は長編アニメ部門でアカデ

ミー賞を受賞したディズニー

作品『ベイマックス』。それ

ぞれのイベントを周ってきた

親子連れがみんな集まり、

「ボランティアひまわり」の

冷たいジュースを飲みながら

熱心に見入っていました。４

時間があっと言う間に過ぎ、子どもたちの夏休みの思い出

となりました。
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